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合原プロジェクト「複雑臓器制御系の数理的包括理解と超早期精密医療への挑戦」

藤原寛太郎：医学・数理連携研究のための包括的データベース構築

MS目標2の他のプロジェクトとの数理的連携研究

MS目標2の他の4つの疾患中心の研究開発プロ
ジェクトと密接に連携しながら、難治性がん、糖
尿病および併発疾患、認知症関連疾患、ウイルス
感染症などのデータに関する横断的数理解析を行
う。病態悪化や合併症発症等の悪化過程を経て多
臓器不全などへ至る変化過程の各重要段階での予
兆検出を実現する。

横断的解析研究 数理的連携研究
複雑系制御理論、複雑ネッ
トワーク理論、非線形デー
タ解析などの理論を用いて、
複雑臓器制御系のネット
ワーク疾患の観点から、疾
病の進行や加齢に伴う合併
症の未病検知、進行予測、
さらには疾病発症後の病態
悪化、合併症発症、多臓器
不全などの予兆検出により
重篤状態を避けるための
ネットワークレジリエンス
に着目した階層ネットワー
ク制御、ネットワーク治療
の理論研究を行う。

包括的データベース構築
複雑臓器制御系包括的データベース

MS目標2の他の4つの疾患中心の研究開発プロ
ジェクトで得られる、難治性がん、糖尿病および
併発疾患、認知症関連疾患、ウイルス感染症など
の実験データおよび臨床データや、それらに関す
る横断的な数理解析データを基としたデータベー
スを構築する。複雑臓器制御系の包括的データ
ベースを構築し、将来的な一般公開を目指す。
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⾼度な計算機能⼤容量データ保存

⼤規模未病データシステム構築に向けて

NIIストレージを利⽤することで⼤容量のデータ保存を可能とし、
GakuNin RDMを介したデータ共有を含めてストレージ共有機能をNIIに集約する。
また並⾏してmdx等とも連携して、⼤規模なデータと⾼度な計算能⼒を⽤いた数理
解析を可能とする。

共有のための適切なメタデータが付与されたデータは、リポジトリサービス
JAIRO Cloudを介して、世界に向けて発信する。
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プロジェクト内・
⽬標２内での共有



全５つのプロジェクトから500名以上のユーザーが利⽤中

ムーンショット⽬標２データベース画⾯



NII RDC⾼度化への期待・課題
• システムの強化
Øスピード、容量等の増強
Øグループ機能の実装、メンバー登録の簡易化

• NII RDC内の連携強化
Ø特に管理基盤と公開基盤との連携

• 閉域網環境の開発
Ø共有⽅法に制約のあるデータの利活⽤促進

• メタデータ項⽬開発
ØGakuNin RDMでのデータ共有の促進

• 国際データベースとの連携
Øオープンサイエンスの潮流に即した国際的データシステムへ


